
自
昭
和
四
十
一
年
十
月
一

日

至
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

甲
甜
鄭
立
^
十
資
周
^
寄
付
者
芳
名
翁
王
麺

金
拾
五
億
円
募
金
・
一
桜
額

訳

内

金
拾
億
円
募
金
額

金
五
億
円
募
債
額

☆

(
寄
付
申
込
額
第
二
十
三
回
発
表
)

合
計
金
参
百
五
拾
八
万
八
千
参
百
拾
参
円

寄
付
申
込
件
数
九
五
件

(
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

☆

募
金
に
対
す
る
寄
付
申
込
額

累
計
金
七
億
七
千
四
百
五
拾
万
参
千
弐
百
八
拾
九
円

寄
付
申
込
件
数
一
三
、
六
0
 
一
件

(
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

☆

募
債
金
五
億
円
(
昭
和
三
十
六
年
八
月
二
士
百
満
額
)

同
志
社

学
校
法
人



株
安杉臼式

会
井本井社江

俊修芳

村山簾

繁正資

愛和山香愛広官
歌

知山口川知島城

水北槙宇梅伊黒

野谷殿野村勢田
宇市 村
=秀朝正一な三太木刀く

郎郎水夫一人つ
殿殿殿殿殿殿殿

辺

石

塚
取
締硝

岡島和広熊火兵群福大大役
社子歌

山根山島本阪庫馬井阪阪長
株

岸糸高藤和東小福高山中石式
^

原田原田西田原本島塚 社
一凱りilt

誓
忠菊金恒武=ノ福俊正一三人

一徳治頼次勇雄郎志男子信
殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿
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勝鎮俊次黛年謙隆
次雄令郎三男三夫
殿殿殿殿殿殿殿殿

木小内

寄
付
者
一
方
名
(
第
二
十
三
回
発
ぎ

自
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日

至
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

0
印
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
碑
建
設
費
、奨

学
資
金
宛
指
定

累
計
金
壱
百
八
拾
万
四
千
七
百
拾
七
円
六
三
一
件

(
内
金
壱
百
八
拾
万
壱
千
七
百
円
拾
七

六
二
七
件
窕
表
済
)

金
壱
百
万
円

株
式
会
社
内
藤
建
築
事
務
所

代
表
取
締
役
内
藤
資

金
壱
百
万
円
(
追
加
)

制
大
阪
城
口
研
究
所
京
都
出
張
所

所
長
管
野

金
参
万
壱
千
円

大
津
市
役
所
同
志
社
会

西
村
昌
二
殿
數
内

中
野
久
班
殿
堀
井

千
尾
良
二
殿
吉
沢

行
村
輩
殿
管
野

北
川

森
田
進
殿

中
嶋
正
雄
殿
高
林

中
村
登
殿
東
郷

山
極
康
弘
殿
青
山

岩
橋
比
古
貞
殿
三
宅

金
参
万
円

金
拾
五
万
円

株
式
会
社
中
央
相
互
銀
行

取
締
役
社
長

澗

」
示岡

山
岡
山

金
壱
拾
万
円

金
壱
拾
万
円

金
壱
拾
万
円

金
壱
拾
万
円

金
壱
拾
万
円伊

奈
製
陶

取
締
役
社
長知

愛京

β

カ
ゴ
メ
株
式
会
社

取
締
役
社
長
蟹

忠
殿
金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

栄
殿
金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

脩
殿
金
弐
万
円

忠
殿
金
弐
万
円

治
殿
金
弐
万
円

樹
殿
金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

忠
殿
金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

一
殿
金
弐
万
円

一
殿
金
弐
万
円

一
殿
金
弐
万
円

武
殿

衞
殿

1
一
殿

善
雄
殿

次
郎
殿

正
樹
殿

恵
三
殿

正
殿

誠
之
殿

飽

男
殿

郎
殿

、
ロ教

二
殿

間

雄
殿

威

谷本

正

子
艾

一
殿

正

中田
政
信
殿

藤
梓
殿

野
晃
殿

崎
利
一
殿

那
仁
太
郎
殿

畑
澗
敏
殿

山
忠
義
殿

崎
喜
三
郎
殿

平
九
つ
殿

原
亨
殿

田
美
智
子
殿

谷
安
子
殿

藤
鼎
殿

満
雄
殿

勇
殿

隆
三
殿
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居
伝
殿

ア
サ
エ
殿

金
九
千
円四

国
鴛
力
側
同
志
社
校
友
会

潔
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江
木
英
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横
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大
眉

隆
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殿
小
坂
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殿
十
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南

大
阪
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田
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金
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千
円

金
五
万
円

金
五
万
円

寛
殿

専
一
殿

平
殿

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
壱
万
弐
千
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円
(
追
加
)

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円
(
追
加
)

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
九
千
参
拾
八
円

和
歌
山

和
歌
山
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戸
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庫

原
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村

凱

五
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円

京
都

口

参
千
弐
百
七
拾
五
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(
追
加
)

同
志
壮
大
学
院
募
金
箱
殿

都
金
子
長
次
郎
殿

牙京
都
村
上
源
次
郎
殿

京
都
竹

正
一
殿

六
小

都

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

参
千
円

金
参
千
円

Ⅱ

也

署

j

金
参
千
円

崎

金
参
千
円

田

金
参
千
円

ヒオ

金
壱
千
円

益

金
壱
千
円

中

金
壱
千
円

石

j

0
金
壱
千
円

浜

0
金
壱
千
円

0
金
五
百
円

、
<

=

0
金
五
百
円

阪

笠

ノ

計
金
参
百
五
拾
八
万
八
千
参
百
拾
参
円

九
五
件

こ
の
発
詮
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
お
由
し
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
、
そ
の
後
の

も
の
は
、
今
後
の
本
整
発
衷
い
た
し
ま
す
。

お
わ
ぴ

寄
付
者
芳
名
第
二
十
二
回
発
表
中
、
左
記
の
通
り

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
謹
し
ん
で
訂
正
い
た
し

ま
す
。
七
二
頁
下
段
「
金
五
千
円
兵
庫
米
田
幸

三
郎
殿
」
を
「
金
五
千
円
大
阪
米
田
幸
三
郎
殿
」

に
訂
正
。

正
平
殿

正
殿

未
男
殿

守
泰
殿

光

治
殿

明
殿

手正

義
殿

油
志
殿

雄
殿

成
殿

美
殿

雄
殿

雄
殿

雄
殿

一
殿

京
殿

雄
殿

子
殿

実
殿



寄
付
金
募
集
要
項

一
、
寄
付
金
募
集
金
額

ニ
、
寄
付
金
の
種
類

法
人
(
会
社
、
銀
h
等
)
に
お
願
い
す
る
も
の

、

0
 
金
十
万
円
以
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

、

0
 
法
人
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
八
日
ま

で
を
期
限
と
し
て
法
人
特
別
枠
寄
付
金
に
ょ
る
法
人
税
の
一
部
免

税
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

0
 
一
時
払
ま
九
は
分
割
払
の
区
別
が
あ
り
ま
す
。

2
、
個
人
(
卒
業
生
、
父
兄
、
一
般
篤
志
家
)
に
お
願
い
す
る
も
の

0
 
一
口
の
金
額
を
金
五
千
円
、
金
壱
万
円
、
金
参
万
円
、
金
五
万

円
、
金
拾
万
円
、
金
参
拾
万
円
、
金
五
拾
万
円
、
金
百
万
円
の
八

種
と
い
た
し
ま
し
た
。
但
し
、
口
数
は
端
数
に
な
っ
て
も
結
構
で

す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

0
 
個
人
の
寄
付
金
に
つ
い
て
も
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
八
日
ま

で
を
期
限
と
し
て
所
得
税
の
一
部
免
税
喬
を
受
け
て
ぃ
ま
す
。

0
 
一
時
払
ま
九
は
分
割
払
一
嘉
準
す
。

同
志
社
記
念
事
業
事
務
局
東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
ノ
ニ
繋
晶
ヒ
ル

同
志
社
烹
小
分
室
内

二
七
番

L
＼

冠
話
東
京

一
ノ0

 
一
四
番

僑
話
京
都
⑳

金
拾
億

円

番
(
大
代

同
志
社
記
念
事
業
事
務
局

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入
同
志
社
内

振
替
口
座
京
都
五
二
四
三
将

イ
、
銀
行
利
用

主
要
銀
行
の
本
支
店
で
「
黒
社
悪
事
業
口
座
」
へ
お
払
込
み
下

さ
し

ロ
、
郵
便
局
利
用

京
都
市
上
京
区
今
出
川
一
駕
丸
東
入
同
寝
黒
璽
事
務

、

1

局
、
極
伺
座
森
五
二
四
三
番
へ
お
振
込
み
下
さ
い
。

2
、
現
金
留
、
為
脊
器
(
書
詔
)
で
ご
送
論
い
ま
す
。

ハ
、
直
接
ご
持
参

同
志
社
本
部
記
念
事
業
事
務
局
へ
直
接
ご
持
参
願
い
ま
す
。

寄
付
金
の
本
領
収
証
は
同
志
詰
念
事
業
事
務
局
か
ら
ど
送
付
い
九
し
ま

す
。こ

の
鑒
に
つ
い
て
の
ど
照
会
は
左
号
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
、
寄
付
金
払
込
方
法
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